
現
集
叩
で
読
む
新
島
襄

現
代
語
で
読
む
新
島
襄
』
編
集

委
員
会
編

新
島
襄
の
精
神
を
知
る
に
は
新
島

自
身
が
書
き
残
し
た
和
文
・
英
文
の

文
章
と
直
接
取
り
組
む
の
が
一
番
よ

)
0

と
こ
ろ
が
新
・
島
の
H
本
語
は
幕

し末
か
ら
明
治
二
十
三
年
に
か
け
て
の

日
本
語
で
あ
り
、
今
の
学
生
生
徒
諸

君
に
と
っ
て
、
理
解
し
が
た
い
日
本

語
で
あ
る
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
決

す
る
た
め
に
井
上
勝
也
(
大
学
文
学

部
教
授
)
、
伊
藤
禰
彦
(
大
学
法
学
部

教
授
)
、
本
井
康
博
(
大
学
文
学
部
嘱

託
訥
師
)
、
沖
田
行
司
(
人
学
文
学
部

教
授
)
、
坂
本
清
童
女
十
大
学
ぎ

学
部
特
任
教
授
)
の
五
氏
が
協
力
し

て
『
現
代
語
で
読
む
新
島
襄
を
刊

行
し
た
。
本
書
は

世
紀
の
同

志
社
人
た
ち
へ
の
何
よ
り
の
贈
り
物

で
あ
る
。

編
集
委
員
た
ち
は
新
島
襄
全
集
』

紹

全
十
巻
の
中
か
ら
新
島
の
代
表
的
な

手
記
、
演
説
、
説
教
昆
、
手
紙

を
選
ぶ
と
い
う
擢
な
作
業
を
見
事

に
こ
な
し
た
。

新
島
の
候
文
の
手
紙
を
現
代
語
に

訳
す
場
合
に
は
、
彼
自
身
の
使
っ
た

単
語
や
表
現
に
引
き
ず
ら
れ
る
誘
惑

に
立
ち
向
か
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
本

書
で
続
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め

に
、
必
要
な
注
を
挿
入
し
た
り
、
「
補

沢
」
と
も
い
う
べ
き
訳
し
方
が
試
み

ら
れ
て
い
る

本
習
の
重
要
な
特
色
は
①
厳
密
に

書
か
れ
た
順
(
編
年
体
)
に
ょ
る
編

纂
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
合
計

四
十
八
の
「
コ
ラ
ム
L
 
を
挿
入
す
る

こ
と
に
ょ
り
新
島
の
い
ろ
ん
な
面
に

光
を
あ
て
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
③
巻
末
に
「
新
島
襄
関
連
事

典
」
と
も
呼
び
う
る
注
が
お
か
れ
、

随
時
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ

と
、
④
適
切
な
写
真
、
図
版
が
ち
り

ぱ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。

私
は
本
害
の
出
現
を
双
手
を
挙
げ
て

歓
迎
す
る
も
の
で
あ
る
。

北
垣
宗
治
(
敬
和
学
園
大
学
量

人
間
は
心
に
様
々
な
過
去
の
傷

(
ト
ラ
ウ
マ
)
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し

て
ト
ラ
ウ
マ
の
た
め
に
心
身
の
健
康

を
損
な
う
人
が
多
く
い
る
。
臨
床
心

理
学
で
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
ト
ラ

ウ
マ
を
ど
の
よ
、
つ
に
と
ら
え
、
ど
の

よ
う
に
癒
し
て
い
く
か
を
中
心
に
多

く
の
心
理
療
法
が
考
案
さ
れ
て
い

る
こ
の
本
の
著
者
で
あ
る
ぺ
ネ
ベ

ー
カ
ー
教
授
は
社
会
心
理
学
が
専
門

で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
は
ト
ラ
ウ
マ

を
自
分
自
身
で
記
述
し
表
現
す
る
こ

と
で
人
問
が
健
康
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
ト
ラ
ウ

マ
を
表
現
す
る
と
社
会
的
適
応
も
良

く
な
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生
き
方
に

向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

新

新
刊
紹
介

う
こ
と
を
尓
し
て
い
る
。
現
在
多
く

の
人
が
健
康
を
意
識
し
て
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
通
っ
た
り
、
健
康
食

品
を
使
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
現
代

は
心
の
時
代
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
今

ま
で
こ
の
よ
う
な
方
法
に
ょ
っ
て
自

分
自
身
の
心
を
健
康
に
向
け
て
い
く

と
い
う
考
え
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の

木
が
多
く
の
現
代
人
の
心
の
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
確

估
す
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
本
は
余
語
真
夫
先
生
が

監
訳
者
と
な
っ
て
、
日
本
で
出
版
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
ぺ
ネ
ベ
ー

カ
ー
教
授
の
も
と
に
留
学
し
、
現
在

共
同
研
究
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
ま
こ
と
に
適
役
で
あ
る
。
こ
の
本

は
ト
ラ
ウ
マ
と
い
う
古
く
て
新
し
い

テ
ー
マ
に
斬
新
な
視
点
か
ら
の
尓
峻

を
多
く
与
え
て
く
れ
る
本
で
あ
り
、

専
門
家
に
も
一
般
の
人
に
も
役
立
つ

本
で
あ
る
と
"
え
よ
う
。

佐
藤
(
大
学
文
学
部
助
教
授
)

刊
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日
本
で
、
読
冗
新
聞
、
朝
日
新
聞

に
次
ぐ
五
五
万
部
を
発
行
す
る
第

の
巨
大
新
聞
が
『
聖
教
新
聞
、
で

あ
る
。
ま
た
、
創
価
学
会
1
公
明
党

の
影
響
力
は
、
そ
の
是
非
に
か
か
わ

ら
ず
政
治
的
に
無
視
で
き
な
い
も
の

て
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

聖
教
新
聞
』
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
は
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ

た
^
ず
か
し
な
が
ら
、
^
も
い
ま
だ

同
紙
を
手
に
と
っ
た
こ
と
が
な
い
。

こ
う
し
た
存
在
と
黒
の
ギ
ャ
ッ

プ
は
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
に
と
っ
て
の

み
な
ら
ず
、
日
木
社
会
の
情
帳
環
境

の
改
革
に
と
っ
て
大
き
な
盲
点
で
は

な
い
か
。
本
書
の
分
析
を
貫
く
、
そ

う
し
た
編
著
者
の
立
場
は
説
得
力
が

あ
る
。
昭
和
天
皇
崩
御
報
道
に
お
け

る
天
皇
観
の
ゆ
ら
ぎ
、
大
石
寺
や
脱

会
者
に
対
す
る
「
過
激
表
現
L
な
ど
、

聖
教
新
聞
』
へ
の
違
和
感
も
率
直
に

指
摘
し
つ
つ
、
そ
の
成
功
理
由
を
前

向
き
に
評
価
し
て
い
る
著
者
の
姿
勢

は
共
感
で
き
る
。
実
際
、
一
般
紙
と

の
紙
面
構
成
の
比
岐
や
内
容
分
析
か

ら
、
意
外
な
事
実
が
数
多
く
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
一
気
に
読
み
通
し
て
し

ま
っ
た

宅
配
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
羽
査
ま

で
含
む
機
関
紙
論
(
第
一
部
)
が
質

量
と
も
に
中
心
だ
が
、
さ
ら
に
第
二

部
"
創
価
学
会
を
め
ぐ
る
日
本
の
メ

デ
ィ
ア
事
情
」
、
第
三
部
「
聖
教
新
聞

を
読
み
解
く
た
め
の
資
料
集
」
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
創
価
学
会
研
究
入

門
と
し
て
便
利
で
あ
る
。
資
料
編
は

黒
社
大
学
文
学
部
新
聞
学
専
攻
の

ゼ
ミ
生
や
院
生
と
の
共
同
作
業
で
あ

り
、
更
に
次
回
作
と
し
て
『
日
本
共

器
機
関
紙
<
し
ん
ぷ
ん
赤
旗
>
の

読
み
方
』
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
今
か
ら
待
ち
遠
し
い

佐
藤
卓
己
尖
学
文
学
部
助
教
授
)

旧
石
器
時
代
は
考
古
学
の
中
で

も
最
も
難
解
な
用
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
時
代
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
、
関
連

科
学
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
あ
げ

ら
れ
る
そ
の
た
め
、
他
の
時
代
で

は
見
ら
れ
な
い
専
門
用
語
が
多
用
さ

れ
る
こ
と
も
小
ノ
な
く
な
い
。

ま
た
、
旧
石
器
時
代
の
用
語
は
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
西
洋
諸
国
で
研
究

が
早
く
か
ら
進
展
し
た
た
め
、
用
語

を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
り
、
外
来
語

と
し
て
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
も
多
い
。

そ
れ
に
加
え
日
本
の
旧
石
器
文
化
に

適
合
す
る
日
本
独
自
の
用
語
も
多
く

存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
ょ
っ
て
、
旧
石

器
時
代
を
対
象
と
す
る
論
文
や
、
調

査
報
告
書
を
読
む
場
合
に
は
、
抗
者

に
定
レ
ベ
ル
以
上
の
基
礎
知
識
の

ι蓄
積
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

簡
便
に
専
門
用
語
の
解
説
、
そ
の
由

来
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
の
で
き
る
辞

典
が
各
方
面
か
ら
切
望
さ
れ
て
い

た
。
本
書
は
、
実
務
に
携
わ
る
若
手

研
究
者
を
中
心
に
執
筆
さ
れ
た
日
本

初
の
旧
石
器
時
代
専
門
の
辞
典
で
あ

る
。
本
文
に
は
遺
跡
・
石
器
・
技
術
・

学
説
・
理
論
・
化
石
人
類
・
分
析
法
・

年
代
測
定
法
・
地
質
・
地
形
・
火
山

灰
・
岩
石
・
噛
乳
動
物
・
古
生
態

.

学
者
(
故
人
)
に
わ
た
る
七
六
五
項

目
が
図
を
交
え
て
解
説
さ
れ
て

)し

る
。
巻
末
に
は
、
遺
跡
地
図
・
地
質

関
連
の
図
表
・
旧
石
器
時
代
の
展
尓

が
充
実
し
た
博
物
館
一
覧
な
ど
が
付

録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
旧
石
器
時
代
の
研
究
を
は

じ
め
る
学
生
、
旧
石
器
時
代
に
興
味
を

持
つ
市
民
、
行
政
発
掘
に
携
わ
る
人
々

に
と
っ
て
必
携
の
書
物
と
い
ぇ
る

中
川
和
哉
(
働
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
餌
査

研
究
セ
ン
タ
ー
胸
査
員
)
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平
安
貴
巴

平
安
貴
族
と
邸
第

朧
谷
寿
女
r
人
鏡
代
社
羣
部
教
遅
著

如

紹

朧
谷
氏
は
、
あ
る
意
味
で
、
平
安

時
代
及
び
平
安
京
研
究
の
成
果
を
一

般
に
普
及
さ
せ
た
学
者
と
し
て
有
名

だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の

士
台
に
精
緻
な
研
究
の
裏
付
け
が
あ

つ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
本

書
が
取
り
扱
う
平
安
京
に
お
け
る
貴

族
邸
宅
研
究
の
分
野
で
も
、
角
田
文

衞
博
士
と
と
も
に
『
角
川
日
本
地
名

大
辞
典
』
部
京
都
府
下
巻
(
角
川
書

店
、
昭
和
五
十
七
年
)
の
「
平
安
京
」

を
執
筆
し
、
加
納
重
文
・
高
橋
康
夫

両
氏
と
と
も
に
『
平
安
京
の
邸
第
』

(
望
稜
舎
、
昭
和
六
十
二
年
)
を
編
集

す
る
な
ど
の
研
究
活
動
に
ょ
り
、
学

界
を
先
導
し
て
来
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
学
問
的
営
為
を
一
書
に
ま

と
め
る
時
間
的
余
裕
が
氏
に
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
第
部
に
藤
原
道
長
の

士
御
門
殿
や
藤
原
頼
通
の
高
陽
院

.

高
倉
殿
な
ど
の
摂
関
期
の
邸
第
第

二
部
に
村
上
源
氏
の
諸
邸
、
後
白
河

上
皇
の
院
御
所
法
住
寺
殿
、
建
春
門

院
の
最
勝
光
院
な
ど
の
院
政
期
の
邸

第
、
第
三
部
に
は
平
安
京
と
そ
の
周

辺
に
つ
い
て
の
定
評
あ
る
論
文
を
収

め
て
い
る
。
単
に
平
安
貴
族
の
諸
邸

第
に
関
す
る
個
別
的
研
究
を
集
成
す

る
の
で
は
な
く
、
文
献
史
学
と
考
古

学
の
両
面
か
ら
政
治
史
上
の
重
要
人

物
の
邸
宅
を
研
究
す
る
の
だ
、
と
い

う
著
者
の
平
安
京
研
究
の
立
場
が
表

明
さ
れ
て
い
る
と
い
ぇ
よ
う
。

著
者
は
平
安
京
の
諸
邸
第
に
つ
い

て
の
著
書
を
い
ず
れ
の
日
に
か
公
刊

し
た
い
と
「
あ
と
が
き
し
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
も
学
界
に
お
い
て

極
め
て
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
が
、

著
者
の
平
安
時
代
史
研
究
の
集
大
成

を
待
ち
望
ん
で
い
る
研
究
者
も
多
い

の
で
あ
る
。
後
進
の
者
と
し
て
、
こ

の
こ
と
を
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
た
い

と
思
う
0古

藤
真
平
(
古
代
学
研
究
所
師
)

新
刊
紹
介

新

日
本
労
働
法
学
会
編
集

{
女
枝
英
帥
(
大
讐
十
部
教
授
)

ほ
か
執
筆

本
書
は
、
日
本
労
働
法
学
会
創
立

五
十
周
年
を
'
念
し
、
労
働
法
全
般

に
わ
た
る
論
点
の
整
理
検
証
を
集

約
し
て
こ
の
度
刊
行
さ
れ
た
講
座
全

八
巻
の
う
ち
の
書
で
あ
る
学
会

員
の
英
知
が
結
集
さ
れ
た
本
講
座

は
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、
ま
さ
に
新
世

紀
に
向
け
て
発
偏
さ
れ
た
労
働
法
学

会
の
成
果
の
結
晶
と
い
ぇ
る
。
こ
の

一
大
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
で
は
、
戦
後
の

労
働
法
制
の
変
化
を
精
査
し
、
ふ
さ

わ
し
い
労
働
法
理
論
と
法
制
度
の
あ

り
方
を
再
考
察
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て
、
新
世
紀
へ
の
展
望
を
切
り
開
か

ん
と
す
る
意
気
込
み
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
0

わ
が
労
働
法
制
は
旧
世
紀
か
ら
そ

の
変
容
を
迫
ら
れ
つ
つ
も
、
い
ま
だ

不
完
全
の
ま
ま
つ
い
に
新
世
紀
に
突

入
し
た
。
・
産
業
構
造
の
変
化
、
企
業

活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢

化
、
雇
用
・
就
労
形
態
の
多
様
化
、

労
働
組
合
の
組
織
率
の
低
下
な
ど
あ

ら
ゆ
る
外
的
要
因
が
混
迷
す
る
労
働

法
制
の
し
か
る
べ
き
着
陸
地
点
の
模

索
を
引
き
続
き
宿
題
と
し
て
課
し
て

い
る
労
働
条
件
の
決
定
と
変
吏
L

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
本
書
は
、
こ
れ

ら
労
働
法
制
の
変
容
を
迫
る
外
的
要

因
に
深
く
関
連
す
る
労
働
条
件
の
決

定
と
変
更
に
つ
い
て
、
現
代
的
課
題

を
網
羅
し
、
こ
れ
ら
に
多
角
的
側
面

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
加
え
て
、

外
国
法
の
動
向
を
踏
ま
え
、
現
代
情

勢
に
お
け
る
伝
統
的
シ
ス
テ
ム
の
欠

点
を
見
極
め
た
上
で
、
新
た
な
環
境

に
ふ
さ
わ
し
い
労
働
条
件
決
定
・
変

更
の
シ
ス
テ
ム
を
模
索
し
て
い
る

十
一
世
紀
の
労
働
法
制
の
課
題
と

展
望
を
理
解
し
、
検
討
す
る
う
え
で

ま
さ
し
く
必
携
の
書
で
あ
る
。

川
井
圭
司
(
関
西
外
国
語
大
学
専
任
師
)

0Ⅱ
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南
1
と
県
 
1
"

南
極
条
約
体
制
と
国
際

法
1
領
士
、
資
源
、
環
境
を
め

ぐ
る
利
害
の
訓
整
1

池
島
大
策

(
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
助
數
授
)
著

渉

紹

測
年
を
契
機
と
し
て
、
南
極
条
約
の

成
立
に
至
っ
た
経
緯
を
跡
づ
け
、
つ

い
で
同
条
約
の
基
本
原
則
(
領
有
権

紛
争
の
凍
結
、
平
和
的
利
用
、
科
学

調
査
の
自
由
と
国
際
協
力
)
を
明
ら

か
に
す
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
特
定

の
条
約
当
事
国
で
構
成
さ
れ
た
南
極

条
約
協
議
国
会
繋
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
を
拡
大
し
活
動
を
透
明
化
す
る
な

か
で
、
生
物
・
鉱
物
資
源
の
保
全
か

ら
環
境
保
誓
至
る
広
い
分
野
で
成

果
を
挙
げ
て
き
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
そ
の
う
え
で
著
者
は
南
極
条
約

体
制
の
直
面
す
る
課
題
と
し
て
、
南

極
に
「
人
類
の
共
同
の
財
産
」
概
念

な
ど
を
適
用
す
る
試
み
や
条
約
の
非

当
事
国
に
対
す
る
同
体
制
の
対
抗
力

に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
い
る
。

巻
頭
の
南
極
大
陸
図
は
、
巻
末
の

詳
細
な
人
名
・
事
項
索
引
や
豊
富
な

参
考
文
献
り
ス
ト
と
相
俟
っ
て
、
読

者
の
理
解
を
助
け
よ
う
と
す
る
著
者

の
苦
心
と
、
本
書
の
テ
ー
マ
に
対
す

る
著
者
の
真
拳
な
態
度
を
裏
書
き
す

る
も
の
で
あ
る
。

安
藤
仁
介
(
大
学
法
学
部
教
遇

二
十
世
紀
初
頭
ア
ム
ン
ゼ
ン
と
ス

コ
ッ
ト
の
極
点
到
達
競
争
の
錘
台
と

な
っ
た
南
極
大
陸
は
、
今
日
で
は
各

国
の
平
和
的
な
科
学
調
査
・
開
発
活

動
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

活
動
や
そ
れ
に
伴
う
諧
求
を
国
際
的

に
規
制
す
る
中
核
と
な
る
の
が
、

九
五
九
年
に
締
結
(
発
効
は
同
六

年
)
さ
れ
た
南
極
条
約
で
あ
り
、
本

書
は
同
条
約
に
基
づ
く
体
制
を
領

域
、
資
源
、
環
境
等
の
諸
側
面
か
ら

検
討
し
た
、
わ
が
国
最
初
の
総
合
的

な
研
究
書
で
あ
っ
て
、
著
者
の
博
士

ム
叟
を
発
展
さ
せ
た
労
作
で
あ
る
。

著
者
は
本
書
で
ま
ず
、
英
仏
な
ど

の
領
有
権
請
求
紛
争
が
国
際
地
球
観

W弼
帥
1

グ
〒
〆

新

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
ゆ

く
え

嶋
田
巧
(
人
学
弛
,
部
助
教
遅
編
著

武

一

昇
巨
■

現
代
の
世
界
経
済
の
動
き
を
口

で
表
せ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
速
な

進
展
と
い
ぇ
る
だ
ろ
う
そ
の
全
体

像
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
決
し

て
容
易
で
は
な
い
が
、
本
書
は
こ
の

課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
労

作
で
、
五
氏
に
ょ
る
共
著
の
形
を
と

り
嶋
田
巧
氏
が
全
体
の
編
集
を
担
当

さ
れ
て
い
る
。
構
成
は
、
ー
.
 
1
M

F
休
制
と
世
界
経
済
、
Π
.
 
G
A
T

ー
.

1

T
/
W
T
0
体
制
と
世
界
経
済
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の
ア
ジ

Ⅲア
経
済
、
Ⅳ
.
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ヨ
ン
と
世
界
経
済
の
四
部
か
ら
成

り
、
巻
未
に
初
心
者
向
け
の
用
語
解

説
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
W
界

の
枠
組
は
ふ
つ
う
1
M
F
・
G
A
T

T
体
制
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
本
書

は
そ
の
下
で
の
国
際
通
貨
体
制
、
国

際
貿
易
の
秩
序
と
政
策
ア
ジ
ア
経

済
の
発
展
な
ど
の
切
り
口
か
ら
世
界

経
済
の
現
状
に
つ
い
て
多
面
的
に
考

察
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
な
か
で
ヨ
ー

ロ
ッ
ハ
の
地
域
統
合
や
統
一
通
貨

(
ユ
ー
巳
の
誕
生
、
ア
ジ
ア
の
通
貨

危
機
の
原
因
と
そ
れ
へ
の
対
応
策
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域
的

経
済
統
合
と
の
関
連
な
ど
が
丹
念
に

検
討
さ
れ
、
説
得
力
に
富
む
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
あ
え
て
欲
を
い

え
ぱ
国
際
労
働
力
移
動
(
移
民
)
や

世
界
経
済
に
お
け
る
国
家
や
N
G
O

の
役
割
、
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
論
及
が
望
ま
れ
る
。
現
在

の
世
界
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
地

域
統
貪
自
由
化
と
管
理
強
化
な
ど

矛
盾
す
る
傾
向
が
並
存
し
、
大
き
な

転
換
期
に
直
面
し
て
い
る
が
、
本
書

は
編
集
も
配
慮
が
行
き
届
い
て
お

り
、
世
界
経
済
の
全
体
像
を
浮
き
彫

り
に
し
た
実
り
多
い
研
究
成
果
と
い

え
る
だ
ろ
、
つ

藤
村
幸
雄
(
大
学
経
済
学
部
教
遇

刊
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平
成
不
況
に
ょ
る
会
社
倒
産
の
激

増
を
反
映
し
て
か
、
占
店
に
は
経
営

分
析
・
倒
産
予
測
に
関
連
す
る
書
物

が
多
く
M
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
書
物
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

経
営
分
析
手
法
は
い
ず
れ
も
、
会
寸

や
経
営
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必

要
と
し
、
使
い
こ
な
す
に
は
時
問
が

か
か
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
分
析
千

法
は
会
社
の
経
営
状
態
の
絶
対
評
価

で
は
な
く
、
他
の
会
社
と
の
相
対
評

価
に
す
ぎ
な
い

本
書
は
こ
の
よ
う
な
従
来
の
僻
]

分
析
手
法
の
欠
点
を
克
服
し
た
画
期

的
な
分
析
手
法
を
開
発
し
た
。
著
者

は
会
社
の
倒
条
表
而
化
す
る
ま
で

に
は
会
社
の
体
力
が
徐
々
に
低
下
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
、
会

社
の
総
合
的
な
体
力
を
判
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
<
止
業
力
指
数
」
と
い

う
分
析
手
法
を
考
案
し
た
の
で
あ

る
こ
の
企
業
力
指
数
は
会
社
の
決

算
書
か
ら
一
谷
易
に
け
算
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
数
値
に
ょ
っ
て
会
社
の

絶
対
企
業
力
を
強
靱
↓
剛
健
↓
健
康

↓
嘩
羽
↓
病
弱
↓
危
篤
と
判
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
会
社
の
企
業
力
を

人
問
の
健
康
状
態
に
た
と
え
て
い
る

と
こ
ろ
も
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
<
止
業

力
指
数
倫
理
的
整
合
Ⅲ
と
統
寸
的

検
梁
ら
編
み
出
さ
れ
た
も
の
て
あ

る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
的
中
率
蛙
局
い
。

ち
な
み
に
、
咋
年
話
題
と
な
っ
た
「
そ

ご
う
」
は
町
年
2
月
時
点
で
す
で
に

危
篤
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。

添
付
の
C
D
,
R
O
M
を
使
え
ぱ
、

数
価
を
人
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
企

業
力
の
判
定
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
会
社
の
経
営
状
態
を
誰
に
で
も
容

易
に
、
か
っ
的
確
に
絶
対
評
価
で
き

る
経
営
分
析
手
法
を
考
案
し
た
本
吉

の
゛
簑
は
大
き
い
。

志
賀
理
(
大
学
商
学
部
助
教
授
)

る
と
考
え
ら
れ
る
「
ナ
チ
お
た
く
」

な
い
し
は
、
ナ
チ
を
「
か
っ
こ
い
い
し

と
感
じ
る
も
っ
と
多
く
の
大
衆
の
こ

と
が
全
く
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
の
が
佐
藤
氏
ら
の
苛
立

ち
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

佐
懐
氏
の
問
題
織
と
接
合
す
る
。

つ
ま
り
人
衆
」
で
あ
る
。
二
十
世

「
大
衆
の
時
代
」
で
あ
る
、
な

紀
は

い
し
は
、
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
衆
の

獲
得
を
め
ぐ
っ
て
血
み
ど
ろ
の
闘
争

が
日
夜
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の

に
、
そ
の
大
衆
の
分
析
が
こ
れ
ま
で

な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い

rか
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い

数
十
人
に
し
盆
肌
ま
れ
な
い
よ
う
な

研
究
楡
文
に
必
死
に
な
っ
て
い
る

良
識
あ
る
L
研
究
に
飽
き
足
ら
な
い

佐
藤
氏
の
「
挑
戦
L
 
と
い
っ
て
も
い

そ
う
面
わ
れ
て
み
る
と
、
た
し

いか
に
、
果
た
し
て
「
お
た
く
」
は
、

ナ
チ
お
た
く
」
か
ド
イ
ツ
史
研
究
者

の
ど
ち
ら
の
方
な
の
か
、
と
者
え
さ

せ
ら
れ
る

星
乃
治
彦
(
熊
本
県
立
大
学
助
教
遇

今
の
我
々
の
日
常
生
活
の
中
で
、

「
ナ
チ
」
は
様
々
な
場
面
で
登
場
す

る
。
戦
中
マ
ン
ガ
、
ヒ
ト
ラ
ー
小
説
、

ナ
チ
関
係
映
画
、
ロ
ッ
ク
、
オ
カ
ル

文
学
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
:
:
:
0

、

トこ
う
い
っ
た
本
ぎ
で
い
う
と
こ
ろ
の

ナ
チ
.
カ
ル
チ
ャ
ー
"
「
ナ
チ
カ
ル
」

が
人
々
を
ひ
き
つ
け
る
不
思
樂
魅

力
を
、
小
ノ
し
で
も
解
き
明
か
そ
う
と

い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
歴
史
研
究
者
の
多
く

は
、
ナ
チ
U
 
「
絶
鞭
」
と
割
し

て
し
ま
い
、
ナ
チ
の
不
思
議
な
魅
力

を
正
面
か
ら
分
析
の
対
象
と
し
て
こ

な
か
っ
た
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
少

な
く
と
も
国
内
だ
け
で
も
万
単
位
い

新
刊
紹
介

71



本
書
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

単
に
福
祉
や
医
療
環
境
な
ど
の
分

野
に
^
き
か
け
る
活
動
だ
け
で
な

く
、
地
域
社
会
を
変
革
し
、
新
し
い

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
形
成
の
重
要
な
モ
メ

ン
ト
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
活
動
は
健
全
な
社
会
へ
の

批
判
力
と
し
て
、
ま
た
民
主
的
社
会

を
創
造
す
る
基
盤
と
し
て
と
ら
え
、

新
し
い
生
活
文
化
の
創
造
で
あ
る
と

説
く
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
極
め
て

思
索
的
で
あ
り
、
奥
行
き
の
深
い
内

{
谷
を
備
え
て
い
る
。

本
書
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
そ
の
本
質
的
で
重
要
な

要
素
と
し
て
は
自
由
烹
に
基
づ
く

個
々
人
の
自
発
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
堅
持
す
る

そ
の
意
味
で
は
そ
の
活
動
は
義
務
と

し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
権
利
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
主
張
は
先
ご
ろ
の

教
育
改
革
国
民
会
議
で
繋
さ
れ
た

政
治
主
導
の
奉
仕
活
動
義
務
化
に
対

す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
重
要

な
視
点
で
あ
る
。

ま
た
障
害
の
あ
る
人
が
活
動
の

「
受
け
手
」
と
し
て
で
は
な
く
、
自
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
「
主
体
者
L

と
な
り
う
る
こ
と
が
具
休
的
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
決
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
一
部
の
健
常
者
の
活
動
で
は

な
く
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

流
れ
の
中
で
、
す
べ
て
の
人
に
開
か

れ
た
市
民
社
会
で
の
共
同
の
営
み
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
「
新
し
い
創
造
に
満
ち
た
社
会

の
構
築
に
寄
与
し
う
る
こ
と
を
共
有

し
あ
う
こ
と
」
(
監
修
者
)
で
あ
り
、

新
世
紀
の
市
民
社
会
を
構
想
す
る
上

で
一
読
に
値
す
る
有
益
な
提
言
で
あ

る
0

野
村
武
夫
景
都
,
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
教
逢

日
韓
の
歴
史
教
科
書
を

読
み
直
す
1
新
し
い
相
互

理
解
を
求
め
て
ー

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

関
西
地
区
国
際
交
流
委
員
会
編

沖
田
行
司
(
大
学
文
学
部
教
授
)
.

工
藤
弘
志
(
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン

タ
ー
助
教
授
)
ほ
か
執
筆

本
書
は
、
同
志
社
が
法
人
全
体
と

し
て
加
盟
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
の
関
西
地
区
国
際
交
流

委
員
会
に
ょ
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
本
学
の
沖
田
行
司

教
授
と
工
藤
弘
志
助
教
授
そ
し
て

佐
野
安
仁
名
誉
教
授
(
現
徳
島
文
理

大
学
)
が
非
常
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

い

日
本
と
ア
ジ
ア
の
関
係
史
に
つ

て
、
と
り
わ
け
学
校
教
育
の
現
場
に

お
け
る
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
す
で
に
『
ア
ジ
ア
の
教
科
書

に
書
か
れ
た
日
本
の
戦
争
』
(
越
田
陵

編
・
梨
の
木
企
巳
な
ど
、
い
く
つ
か

の
書
物
が
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
本

書
の
特
徴
は
、
と
く
に
日
韓
キ
リ
ス

ト
教
学
校
の
交
流
の
な
か
か
ら
こ
の

企
画
が
生
ま
れ
、
両
国
の
キ
リ
ス
ト

教
学
校
に
関
わ
る
研
究
者
が
共
同
討

議
を
繰
り
返
し
十
年
の
歳
月
を
へ

て
、
日
韓
両
国
で
出
版
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る

近
年
、
日
本
で
台
頭
し
て
い
る
い

わ
ゆ
る
「
自
由
主
義
史
観
」
に
ょ
る

需
、
あ
る
い
は
昨
年
の
国
旗
国
歌

法
案
や
教
育
基
本
法
の
改
正
へ
の
動

き
な
ど
に
見
ら
れ
る
急
激
な
変
化
の

中
で
、
政
治
に
お
け
る
憎
し
み
と
経

済
に
お
け
る
利
害
を
超
え
た
、
キ
リ

ス
ト
教
に
お
け
る
謙
虚
と
寛
容
と
愛

の
精
神
を
共
通
の
思
想
」
(
沖
田
教

授
本
書
七
九
頁
)
を
求
め
て
作

業
が
進
め
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

そ
し
て
日
韓
双
方
に
お
い
て
「
キ
リ

ス
ト
教
人
道
主
義
」
(
沖
田
教
授
一

八
九
頁
)
を
大
切
に
す
る
キ
リ
ス
ト

教
学
校
が
、
そ
の
責
任
と
使
命
を
負

つ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
る
。

原
誠
(
大
学
神
学
部
教
授
)
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紹

生
涯
学
習
の
展
開

国
生
寿
軍
X
学
部
教
授
)

ほ
か
編
著

的
、
制
度
的
、
政
策
的
に
論
じ
た
そ

の
領
域
で
は
数
少
な
い
労
作
の
一
っ

で
あ
る
。

本
書
は
、
章
一
生
涯
学
習
の
理

念
と
意
義
、
章
一
生
涯
学
習
の
行

政
と
体
制
、
草
一
学
習
者
と
社
会

教
育
の
内
容
・
方
法
、
四
章
一
社
会

教
育
の
施
設
、
五
竜
一
社
会
教
育
の

指
導
者
、
六
章
一
現
代
社
会
と
生
涯

学
習
の
六
章
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

最
近
、
民
間
教
育
産
業
の
導
入
な

ど
で
生
涯
学
習
に
と
っ
て
必
須
で
あ

る
社
会
教
育
の
必
要
性
が
喪
失
し
た

と
す
る
「
社
会
教
育
終
霄
命
が
盛

ん
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
器
の
虚

構
性
を
証
明
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
な
ど
も
含
め
、
生
涯
学
習

に
お
け
る
社
会
教
育
行
政
の
重
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
本
書
は
ま
た
経

済
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
日
経
連

の
『
経
営
者
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
』

六
八
)
の
中
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

大
城
善
盛
尖
学
文
学
部
教
逸

二
十
一
世
紀
は
現
代
の
倩
報
化
が

さ
ら
に
進
み
、
そ
れ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
商
齢
化
が
加
わ
り
、
真
の
生
涯

学
習
社
会
に
な
る
と
園
わ
れ
て
い

る
。
生
涯
学
習
社
会
と
は
、
人
び
と

が
生
涯
の
い
つ
で
も
自
由
に
学
習
機

会
を
選
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

そ
の
成
果
が
社
会
で
適
切
に
評
価
さ

れ
る
社
会
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が

現
代
の
課
題
で
あ
る
。

大
学
文
学
部
教
授
の
国
生
寿
ほ
か

編
著
『
生
涯
学
習
の
展
開
』
は
、
そ

の
よ
う
な
生
涯
学
習
社
会
を
理
論

近
江
泥
棒
・
伊
勢
乞
食
江
戸
時

代
、
江
戸
の
町
で
ゅ
る
ぎ
な
い
商
権

を
築
き
上
げ
た
近
江
と
伊
勢
の
商
人

や
ゆ

は
こ
う
郷
楡
さ
れ
た
。
近
江
商
人
の

商
魂
を
示
す
こ
の
言
葉
は
、
一
般
大

衆
の
噌
好
に
△
口
う
よ
う
味
付
け
さ
れ

た
小
説
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
通
し

て
、
今
で
は
広
く
人
々
の
問
に
注
透

し
て
し
ま
っ
た
感
さ
え
あ
る
。
本
譜

は
、
そ
う
し
た
近
江
商
人
に
対
す
る

偏
見
を
見
事
に
払
拭
し
て
く
れ
る
。

著
者
は
言
う
、
近
江
商
人
こ
そ
わ
が

国
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
草
分
け
で
あ

り
、
現
代
日
本
の
経
済
と
経
営
の
あ

り
方
を
先
取
す
る
機
能
と
普
遍
性
を

も
っ
て
い
た
と
。
そ
の
特
性
を
端
的

那
す
伺
葉
が
広
域
志
向
性
で
あ

こる
近
江
以
外
に
進
出
し
て
出
店
を

開
き
、
出
先
の
地
域
の
人
々
と
の
共

生
に
気
を
配
っ
た
近
江
商
人
は
、
そ

の
経
営
方
法
に
適
し
た
商
法
の
採

用
・
資
金
調
達
・
人
材
育
成
・
経
営

管
理
・
旅
と
情
報
の
組
織
化
等
に
独

自
の
工
夫
を
な
し
、
そ
れ
ら
は
相
亙

に
密
接
な
樂
が
り
を
も
っ
て
行
わ
れ

た
と
い
う
。
終
音
+
で
は
、
始
末
・
勤

勉
・
創
意
工
夫
し
、
積
善
を
心
が
け
、

堅
実
で
正
当
な
商
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

た
近
江
商
人
の
精
神
に
つ
い
て
も
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
幕
末
維
新
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
の
荒
波
は
、
運
や
熱

意
だ
け
で
乗
り
切
れ
る
も
の
で
は
な

)
0

長
年
蓄
積
さ
れ
た
経
営
手
法
と

しと
も
に
、
困
難
や
苦
境
に
屈
せ
ず
、

新
た
な
局
面
を
切
り
開
く
精
神
力
、

心
の
瓶
養
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ

こ
に
も
現
在
の
我
々
が
学
ぶ
べ
き
点

は
少
な
く
な
い
。
本
書
は
、
日
本
の

経
営
が
培
っ
て
き
た
独
自
性
の
中
の

普
遍
性
を
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
商
人

の
歴
史
と
と
も
に
、
確
か
な
艀
の

裏
付
け
と
研
究
の
蓄
積
を
士
台
に
語

ら
れ
た
好
著
で
あ
る
。

植
田
知
子
薩
賀
県
A
K
'
N
D
0
委
会
委
)

新
刊
紹
介

刊
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ヨ
呈
耕
究
に
お
け
る
機

能
主
義
1
誌
上
討
論
会
1

小
泉
保
編
・
龍
城
正
明
(
大
7

斈
部
教
授
)
ほ
か
論
述

紹

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
哲
学
愚

の
流
れ
は
、
構
造
、
王
義
生
成
主
義

(
新
構
造
主
義
)
、
そ
れ
に
機
能
主
義

に
三
分
さ
れ
よ
う
。
一
嘉
学
も
大
き

な
意
味
で
の
哲
学
の
一
分
野
と
考
え

れ
ば
、
こ
の
三
つ
の
流
れ
に
沿
っ
て

発
展
し
て
き
た
。

機
能
主
義
は
構
造
市
義
、
生
成
主

義
の
中
問
の
立
場
を
と
り
、
客
観
的

讐
重
視
と
と
も
に
、
、
王
観
豊
考

の
入
る
余
地
も
残
し
た
。

本
書
は
一
需
学
に
お
け
る
機
能
主

義
を
概
観
し
、
現
在
に
お
け
る
そ
の

実
態
を
紹
介
し
つ
つ
、
将
来
へ
の
展

望
を
も
与
え
よ
う
と
す
る
機
能
圖
轟部

学
の
人
門
解
説
書
で
あ
る
第
一

で
は
「
機
能
主
義
嘉
学
の
諸
相

と
称
し
て
五
っ
倫
文
を
の
せ
、
第

一
部
で
は
異
色
総
ヒ
討
論
会
を
特

集
し
、
第
三
部
で
は
小
泉
保
氏
の
解

説
を
の
せ
る
諭
文
は
す
べ
て
出
色

の
出
来
ぷ
り
で
、
新
進
気
鋭
の
若
手

学
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
の
分
野
で

の
研
究
、
分
析
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
評
者
の
感
銘
し
た
の
は
、

龍
城
正
明
氏
の
「
テ
ー
マ
・
レ
ー
マ

の
解
釈
と
ス
ー
プ
ラ
テ
ー
マ
ー
プ

ラ
ー
グ
一
嘉
学
派
か
ら
選
択
休
系
機

能
晶
学
1
し
な
る
論
文
で
、
著
者

は
、
機
能
一
嘉
学
の
中
核
的
概
念
で

あ
る
テ
ー
マ
・
レ
ー
マ
に
つ
い
て
、

古
典
的
伝
統
文
法
よ
り
、
プ
ラ
ー
グ

学
派
の
諮
説
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー

ル
(
ハ
リ
デ
ィ
等
)
の
説
を
紹
介
し
、

自
己
の
発
案
に
ょ
る
「
ス
ー
プ
ラ
テ

ー
マ
L
 
説
を
開
陳
し
て
い
る
。
日
本

語
と
英
語
の
文
構
造
を
対
照
分
析
し

た
点
に
も
独
創
性
が
見
ら
れ
る
。

著
者
の
さ
ら
な
る
研
鎭
に
ょ
っ
て

こ
の
説
が
発
展
し
、
完
成
す
る
こ
と

を
念
じ
た
い

石
黒
昭
博
尖
学
文
学
部
教
授
)

、
左
1
本
ぷ
人
の
盲
に

洲
燮
亀
ミ

新

シ
エ
イ
ク
ス
ビ
ア
を
学

ぶ
人
の
た
め
に

今
西
雅
章
ほ
か
編

坂
本
完
春
(
大
学
斈
部
教
授
)
.

勝
山
貴
之
・
山
口
賀
史
(
大
学
斈

部
助
教
遅
ほ
か
執
筆

学
術
書
の
場
合
、
読
む
人
を
し
て

作
品
を
読
み
た
い
と
か
研
究
し
た
い

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
書
物
に
す
る
こ

と
は
全
難
の
技
で
あ
る
。
論
文
集
に

は
な
っ
て
も
入
門
書
に
は
な
り
に
く

い
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
こ
の
聿
凹
は
そ
の
両
方
の
性
格
を

備
え
て
い
る
0
 
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
研

究
を
志
す
人
に
蛙
局
度
の
専
門
性
を

提
供
す
る
と
同
時
に
、
シ
エ
イ
ク
ス

ヒ
ア
の
面
白
さ
を
じ
っ
く
り
味
わ
い

た
い
と
い
う
人
の
た
め
の
配
慮
も
な

さ
れ
、
ま
さ
に
「
学
ぶ
人
の
た
め

の
・
艮
書
と
園
え
よ
、
つ
0

内
容
は
総
論
と
作
品
論
に
分
か
れ

る
読
者
は
総
論
で
、
シ
エ
イ
ク
ス

叫
Y

ヒ
ア
の
生
涯
と
作
品
を
概
観
し
、
時

代
思
想
、
当
時
の
演
劇
技
法
や
約
束

事
、
日
本
の
古
典
演
削
と
の
比
岐
に

つ
い
て
の
講
釈
を
受
け
て
準
備
を
整

え
て
か
ら
、
各
論
へ
と
導
か
れ
る

各
厶
柵
は
さ
ら
に
「
中
心
と
周
縁
」
、
外

面
と
内
面
、
「
は
じ
め
と
お
わ
り
」

と
題
す
る
部
に
分
け
ら
れ
、
合
計

七
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
執
筆
者

に
ょ
り
論
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
切
り

ロ
、
視
点
、
準
拠
す
る
資
料
な
ど
の

多
様
性
が
刺
激
的
で
あ
り
、
い
つ
の

)、

ま
に
か
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
批
評
史
も

加
問
見
る
こ
と
に
な
る
。

ボ
尾
の
文
献
案
内
は
、
勝
山
氏
と

本
学
英
文
学
専
攻
の
大
学
院
生
で
あ

る
山
本
圭
子
氏
と
に
ょ
っ
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
作
品
の
日
本

塑
叩
訳
日
本
語
で
書
か
れ
た
研
究
書

と
入
門
書
(
棚
訳
を
含
む
)
や
、
英

語
の
原
文
で
接
し
た
い
人
の
た
め
に

は
注
釈
付
き
の
全
集
・
双
圭
国
と
シ
エ

イ
ク
ス
ピ
ア
関
係
の
辞
典
な
ど
が
丹

念
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
各
論
末
尾

の
参
考
文
献
り
ス
ト
の
中
に
は
注
釈

付
き
の
も
の
も
あ
り
、
重
宝
す
る
0

塩
尻
恭
子
(
大
学
文
学
部
教
授
)
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